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埼
玉
県

摂
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・
嚥
下
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よ
り

埼
玉
県

摂
食
・
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下
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だ
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高
齢
化
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代
の
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・
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フ
を
目
指
し
て
ー

（1）平成27年６月１日 埼玉県摂食・嚥下研究会だより 第28号

野
（
現
在
21
分
野
）
に
お
い
て
以
下
の

３
つ
の
役
割
を
果
た
す
。

（
１
）
個
人
、
家
族
及
び
集
団
に
対
し

て
熟
練
し
た
看
護
技
術
を
用
い
て
水
準

の
高
い
看
護
を
実
践
す
る
。（
２
）
看

護
実
践
を
通
し
て
看
護
職
に
対
し
指
導

を
行
う
。（
３
）
看
護
職
に
対
し
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
そ
し
て
摂

食
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
と
は
、

摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
お
よ
び
誤
嚥
性

肺
炎
、
窒
息
、
栄
養
低
下
、
脱
水
の
予

防
で
あ
る
。

平
成
22
年
か
ら
越
谷
市
歯
科
医
師
会

と
口
腔
ケ
ア
ラ
ウ
ン
ド
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
概
要
は
、
月
１
回
90
分
、
協

力
歯
科
医
が
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
と
共
に
各

病
棟
を
回
り
、
口
腔
ケ
ア
指
導
を
実
施

す
る
。
口
腔
ケ
ア
ラ
ウ
ン
ド
の
目
的
は
、

看
護
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
口
腔
ケ
ア

の
重
要
性
を
広
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

第
21
回

講
演
会
報
告

た
、
新
人
対
象
の
研
修
、
病
院
全
体
で

の
講
演
会
も
実
施
し
て
い
る
。
当
病
棟

に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
ラ
ウ
ン
ド
の
効
果

と
し
て
、
口
腔
ケ
ア
に
必
要
な
物
品
が

準
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
口
腔
ケ
ア

の
手
順
が
ほ
ぼ
標
準
化
さ
れ
、
歯
科
往

診
を
依
頼
す
る
件
数
が
増
え
、
看
護
師

か
ら
口
腔
内
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

脳
神
経
外
科
の
超
急
性
期
で
は
、
入

院
時
生
命
の
維
持
が
最
優
先
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
医
師
、
看
護
師
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど
が
協
力
し
、
将
来
の

経
口
摂
取
に
繋
が
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
全
身
状

態
が
落
ち
着
く
ま
で
は
点
滴
や
経
管
で

栄
養
を
確
保
し
な
が
ら
、
廃
用
防
止
と

脳
へ
の
刺
激
を
意
識
し
た
口
腔
ケ
ア
を

実
施
し
、
徐
々
に
覚
醒
を
促
し
て
い
く
。

多
職
種
が
協
働
し
て
患
者
の
変
化
を
捉

（
２
面
へ
続
く
）

２
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
第
21
回
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
０
４
名
の
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
、

歯
科
衛
生
士
、
言
語
聴
覚
士
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
介
護
職
、
が
受
講
し
た
。

Ⅰ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

『
食
べ
る
』
を
支
え
る
連
携
―
看
護
師
の
立
場
か
ら
―

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
理
事
　

大
前
由
紀
雄

司
会
進
行
は
、
中
里
義
博
埼
玉
県
摂

食
・
嚥
下
研
究
会
理
事
が
行
い
、
大
渡

廣
信
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
専
務

理
事
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
３
名
の
摂
食
嚥
下
障
害
看

護
認
定
看
護
師
に
よ
る
パ
ネ
ル
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

埼
玉
県
で
は
現
在
12
名
の
摂
食
嚥
下

障
害
看
護
認
定
看
護
師
が
活
躍
し
て
い

る
。
本
日
は
特
に
施
設
間
連
携
に
つ
い

て
立
場
の
違
う
中
で
話
し
て
い
た
だ
い

た
。

１
パ
ネ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
１
）
急
性
期
病
院
に
お
け
る
多
職
種

連
携

■
「
超
急
性
期
か
ら
取
り
組
む
摂

食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

越
谷
市
立
病
院
　
摂
食
嚥
下
障
害
看

護
認
定
看
護
師
　
奥
田
　
朋
子

認
定
看
護
師
と
は
、
特
定
の
看
護
分

今
回
は
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会

の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る
多
職
種
連
携

の
観
点
か
ら
、
会
員
で
も
あ
る
埼
玉
県

看
護
協
会
が
中
心
と
な
り
企
画
し
た
。
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え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
少
し
で
も
早
い
経
口

訓
練
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

（
２
）
急
性
期
病
院
か
ら
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
病
院
へ
の
連
携

■
「
摂
食
嚥
下
障
害
看
護
の
認
定

継
続
を
目
指
し
て
」

さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院
　
摂
食
嚥
下

障
害
看
護
認
定
看
護
師
　
矢
野
　
聡
子

私
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
食
べ

る
喜
び
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と
願
い

認
定
看
護
師
と
な
っ
た
。
急
性
期
で
あ

る
当
院
で
は
、
看
護
師
が
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
行
う
『
摂
食
機
能
療
法
』
の
件
数

が
増
加
し
て
お
り
、
食
べ
る
た
め
の
援

助
が
早
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
院
で
実
施
さ
れ
た
経
口

摂
取
訓
練
が
転
院
後
に
継
続
さ
れ
ず
、

家
族
が
地
域
継
続
看
護
に
疑
問
を
も
つ

事
例
を
経
験
し
た
。
転
院
先
の
病
院
へ

直
接
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
で
、
嚥

下
内
視
鏡
の
実
施
基
準
や
経
口
摂
取
期

間
の
捉
え
方
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
急
性
期
病
院
で
は
、
禁
食
期

間
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ゴ

ー
ル
を
転
院
と
捉
え
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
、
回
復
期
病
院
で
は
転
入
早
期
に

は
無
理
を
せ
ず
安
全
性
を
重
要
視
す

る
。
そ
し
て
、
早
期
自
宅
退
院
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
た
め
に
、
十
分
な
検
査
・
評

価
を
行
い
効
率
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
る
。

よ
り
良
い
地
域
継
続
看
護
を
行
う
た

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

【
症
例
】
ワ
レ
ン
ベ
ル
グ
症
候
群
の
患

者
で
、
食
道
入
口
部
バ
ル
ー
ン
拡
張
訓

練
や
間
欠
的
栄
養
法
（
Ｏ
Ｇ
法
）
を
行

っ
て
お
り
、
退
院
後
も
摂
食
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
の
継
続
を
希
望
し
た
が
、
か
か
り

つ
け
医
の
許
可
が
出
ず
、
家
族
が
検
査

と
訓
練
を
管
理
で
き
る
訪
問
歯
科
医
を

見
つ
け
出
し
、
訓
練
を
再
開
で
き
た
。

当
院
で
行
っ
て
い
た
訓
練
を
、
在
宅

で
継
続
す
る
の
は
難
し
く
、
家
族
も
相

談
で
き
る
窓
口
を
知
ら
な
い
。
ま
た
、

在
宅
で
の
嚥
下
訓
練
は
、
か
か
り
つ
け

医
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
で
、
訪
問
で

嚥
下
訓
練
が
で
き
る
言
語
聴
覚
士
や
看

護
師
も
少
な
い
。

「
嚥
下
難
民
」
を
な
く
す
た
め
に
も
、

「
地
域
で
摂
食
嚥
下
障
害
に
立
ち
向
か

え
る
環
境
が
整
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
う
。

め
に
、
他
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
看
護

の
特
徴
や
考
え
方
・
実
際
の
流
れ
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
い
相
互
に
知
る
努

力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
３
）
回
復
期
病
院
か
ら
在
宅
へ
の
連
携

■
「
退
院
後
も
安
全
に
口
か
ら
食

べ
る
た
め
に
」

戸
田
中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
　
摂
食
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
　

兼
本
　
佐
和
子

当
院
で
は
、
摂
食
嚥
下
障
害
患
者
へ

の
取
り
組
み
を
、
回
復
期
リ
ハ
病
院
の

中
で
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
在
宅
に
移
っ
て
か
ら
口
か
ら
食
べ

続
け
ら
れ
る
た
め
の
連
携
の
あ
り
方
に

つ
い
て
課
題
が
多
い
。

外
来
機
能
を
持
た
な
い
た
め
、
摂
食

嚥
下
障
害
の
あ
る
患
者
が
退
院
す
る
場

合
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
在
宅
の
関
係

者
に
申
し
送
り
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

病
院
で
行
っ
て
い
た
訓
練
を
在
宅
で
も

・
口
腔
内
の
清
潔
を
心
が
け
て
い
る
。

こ
れ
は
生
き
て
い
る
こ
と
の
尊
厳
で
あ

る
。

・
担
当
医
と
の
関
係
が
大
事
で
あ
る
。

・
患
者
の
状
況
、
思
い
を
根
拠
を
持
っ

て
担
当
医
に
伝
え
る
。

・
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
が
す
べ

て
で
は
な
い
。
新
し
い
知
識
技
術
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
か
ら
の
最
後
の
一
言

・
患
者
の
喜
ぶ
顔
か
見
ら
れ
る
こ
と
が

生
き
が
い
で
あ
る
。

・
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
援
助
を
今
後
も
し
て
い
き
た

い
。

・
今
後
更
に
大
事
な
職
種
と
考
え
て
い

る
。

《
フ
ロ
ア
ー
か
ら
の
質
問
１
》

病
院
勤
務
の
看
護
師
よ
り

い
ち
患
者
と
し
て
は
、
急
性
期
、
回

復
期
、
在
宅
に
お
け
る
円
滑
な
顔
の
見

え
る
ス
ム
ー
ス
な
連
携
を
望
ん
で
い

る
。
評
価
の
違
い
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違

い
等
に
お
け
る
今
後
の
連
携
の
仕
方
に

つ
い
て
。

・
愛
知
県
で
は
認
定
看
護
師
の
数
も
多

く
、
積
極
的
に
研
修
会
も
行
わ
れ
て
い

る
。
病
棟
看
護
師
と
積
極
的
に
連
携
を

取
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。

・
技
術
、
知
識
等
を
伝
え
合
う
場
が
あ

れ
ば
良
い
と
考
え
る
。

・
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
一

か
ら
検
査
を
し
直
す
場
面
が
起
き
て
い

る
。そ

れ
ぞ
れ
願
い
は
同
じ
で
も
、
大
き

な
違
い
は
、
急
性
期
、
回
復
期
、
在
宅

で
、
い
か
に
時
間
を
味
方
に
で
き
る
か

に
尽
き
る
と
考
え
て
い
る
。

連
携
が
う
ま
く
い
か
な
い
一
つ
の
理

由
と
し
て
、
各
施
設
間
で
の
共
通
言
語

（
例
え
ば
嚥
下
食
等
）
が
欠
け
て
い
る
。

ま
た
経
口
摂
取
の
場
合
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
チ
ー
ム
に
任
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
日
頃
一
番
見
て
く
れ
て
い
る

家
族
（
介
護
者
）
を
巻
き
込
み
、
啓
蒙

す
る
必
要
を
感
じ
る
。

《
フ
ロ
ア
ー
か
ら
の
質
問
２
》

病
院
勤
務
の
看
護
師
よ
り

終
末
期
の
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

大前由起夫先生大渡廣信先生
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全
国
で
歯
科
が
併
設
さ
れ
て
い
る
病

院
は
15
％
に
過
ぎ
ず
、
病
院
の
大
部
分

は
、
無
歯
科
医
師
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

口
腔
内
の
清
潔
度
・
健
康
度
が
、

誤
嚥
性
肺
炎
の
み
な
ら
ず
、
認
知

症
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
糖
尿

病
な
ど
の
全
身
疾
患
と
深
く
関
連

し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
歯
科
医

師
と
の
連
携
に
よ
り
入
院
患
者
さ

ん
方
の
口
腔
ケ
ア
を
実
践
す
る
こ

と
は
、
極
め
て
有
意
義
な
こ
と
で

あ
る
。
当
院
で
は
、
山
梨
県
歯
科

医
師
会
東
山
梨
地
区
の
歯
科
医
師

13
人
の
先
生
方
と
連
携
し
、
平
成

22
年
４
月
よ
り
専
門
的
口
腔
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
院
内
に

お
い
て
は
、
院
長
直
属
の
専
門
的

口
腔
ケ
ア
担
当
チ
ー
ム
（O

ra
l

C
are T

eam

）
を
結
成
し
て
活

動
を
開
始
し
た
。
院
内
Ｏ
Ｃ
Ｔ
は

医
師
、
言
語
聴
覚
士
、
看
護
師
、
薬
剤

師
、
栄
養
士
、
臨
床
検
査
技
師
の
多
職

種
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
部
の
ス
タ

ッ
フ
は
Ｎ
Ｓ
Ｔ(

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム)
も
兼
ね
て
い
る
。
な
お
専
門
的
口
腔

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
備
え
て
、
院
内

で
全
職
員
を
対
象
に
学
習
会
を
何
度
か

開
催
し
、
さ
ら
に
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
演
会
も
企
画
し
た
。

入
院
時
、
ま
ず
主
治
医
が
口
腔
機
能

評
価
表
Ⅰ
（
３
項
目
）
で
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
し
、
ひ
と
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
、

専
門
的
口
腔
ケ
ア
介
入
依
頼
を
す
る
。

そ
れ
以
降
は
す
べ
て
院
内
Ｏ
Ｃ
Ｔ
が
担

当
す
る
。
院
内
Ｏ
Ｃ
Ｔ
医
師
が
当
該
患

者
を
診
察
し
、
紹
介
状
と
口
腔
清
潔

度
・
機
能
評
価
表
Ⅱ
を
作
成
す
る
。
文

書
で
専
門
的
口
腔
ケ
ア
介
入
へ
の
家
族

か
ら
の
同
意
を
取
得
し
た
後
、
紹
介
状

と
口
腔
清
潔
度
・
機
能
評
価
表
Ⅱ
を
歯

科
医
師
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
Ｆ
ａ
ｘ

で
送
信
す
る
。
歯
科
医
師
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
、
担
当
歯
科
医
師
を
決
定
し

Ｆ
ａ
ｘ
で
当
院
へ
返
信
す
る
。
担
当
歯

科
医
師
名
を
家
族
に
連
絡
し
、
家
族
が

保
険
証
を
持
参
し
て
、
担
当
歯
科
医
師

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
カ
ル
テ
を
作
成
し
た

後
、
介
入
開
始
と
な
る
。
症
例
に
よ
っ

て
は
、
嚥
下
造
影
や
嚥
下
内
視
鏡
を
実

施
す
る
。
歯
科
医
師
が
月
１
回
往
診
し
、

そ
の
指
示
で
歯
科
衛
生
士
が
週
１
回

専
門
的
口
腔
ケ
ア
を
実
施
す
る
。
歯

科
医
師
お
よ
び
歯
科
衛
生
士
は
往
診

ご
と
に
所
見
を
連
絡
帳
に
記
載
す

る
。
さ
ら
に
看
護
師
が
患
者
の

口
腔
ケ
ア
を
毎
日
実
施
す
る

（
専
門
的
口
腔
ケ
ア
未
介
入
患
者

も
、
看
護
師
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

は
毎
日
あ
り
）。
さ
ら
に
隔
週
で

Ｏ
Ｃ
Ｔ
回
診
を
実
施
し
、
所
見

を
連
絡
帳
に
記
載
す
る
。
月
１

回
の
院
内
Ｏ
Ｃ
Ｔ
会
議
を
開
き
、

３
ヵ
月
ご
と
に
１
回
の
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
も
参
加
す
る

合
同
Ｏ
Ｃ
Ｔ
会
議
を
開
催
し
て

い
る
。
当
院
の
言
語
聴
覚
士
は

ひ
と
り
で
、
摂
食
・
嚥
下
障
害

看
護
認
定
看
護
師
も
い
な
い
の

で
、
ま
ず
は
器
質
的
口
腔
ケ
ア

を
目
指
し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

開
始
し
た
が
、
昨
年
12
月
ま
で

に
２
１
６
人
に
専
門
的
口
腔
ケ

ア
介
入
を
行
い
、
一
部
に
摂

食
・
嚥
下
リ
ハ
の
同
時
介
入
に

て
、
35
人
が
食
事
摂
取
可
能
と

な
っ
た
。

超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地

域
包
括
ケ
ア
で
は
、
シ
ー
ム
レ

ス
な
連
携
医
療
・
介
護
が
必
要

だ
が
、
ま
ず
は
医
科
歯
科
連
携

が
今
後
益
々
重
要
と
な
る
と
思

わ
れ
る
。
当
院
が
採
用
し
て
い

る
医
科
歯
科
連
携
専
門
的
口
腔

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
書
類
一
式
を
、

事
務
局
に
渡
し
て
あ
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
自
由
に
コ

ピ
ー
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
最
も
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
を

お
創
り
下
さ
い
。

Ⅱ

特
別
講
演

演
題
『
歯
科
の
な
い
病
院
で
の
口
腔
ケ
ア
チ
ー
ム
の

活
動
「
口
腔
ケ
ア
・
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
」』

講
師
　
財
団
法
人
山
梨
厚
生
会
塩
山
市
民
病
院
副
院
長
　

多
和
田
　
眞
人



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成27年 7月12日（日）
場所：彩の国すこやかプラザ  2階セミナーホール

第22回 講 演 会

〒 　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会
問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

13：00～16：00

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料

　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：７月３日（金）
ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

演 題 Ⅰ

演 題 Ⅱ

演題：

講師：

演題：

講師：

「地域で支える摂食嚥下～耳鼻咽喉科医に

　　できること・耳鼻咽喉科医だからできること」

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター耳鼻咽喉科

木村 百合香

「認知症の人の食支援」

北海道医療大学 看護福祉学部 看護学科 地域保健看護学講座

(老年看護学部門） 山田　 律子

耳鼻咽喉科医長

教　授


